
概要

coreOUT-A2 は labCORE 用の拡張ボード
です。 coreOUT-A2 の搭載により
labCORE を 2 つの高精度・低ノイズアナログ
出力チャンネルを備えた高性能オーディオアナ
ライザーとして利用できます。各出力ともXLR 
端子と BNC 端子の両方を備え バランス また
は アンバランス信号を出力します。
便利な出力レベルとインピーダンスの設定機能
により coreOUT-A2 でアナログオーディオ信
号を最高品質で伝送・処理可能です。
labCORE は coreOUT-A2 ボード用に2 つ
のスロットを用意しています。

データシートヘッドアコースティクスジャパン株式会社
〒240-0005 横浜市保土ヶ谷区神戸町134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F
Tel : +81 (0) 45-340-2236
Fax: +81 (0) 45-340-2237
E-mail:  info@head-acoustics.co.jp
WEB: http://www.head-acoustics.com

解説
coreOUT-A2 は 2 つの高精度低ノイズアナログ
出力により labCORE を拡張します。高性能オー
ディオアナライザーとして最適な残留THD+N 代
表値-114 dBを実現しています。labCOREの小
型軽量、汎用性、操作時の静粛性がcoreOUT-
A2 の機能に効果を発揮します。

1 つの出力に対して 2 種類の接続端子; XLR
（オス）とBNC（メス）が用意されています。アン
バランス出力に加え、 BNC 出力信号をフローティ
ング・バランス設定することも可能です。labCORE
の前面パネルのLED が現在アクティブの端子とそ
の出力レベルを表示します。

出力レベルはすべて最大 18 dB です。 出力レ
ベルの最高値を-10dB～+18dBのあいだで 4 
段階設定でき、如何なる測定シナリオでも動作レ
ンジを最適化できます。また同様に出力インピーダ
ンスを測定シナリオに合わせて 10Ω、50Ω、
600Ω のいずれか設定可能です。

オンボードの D/A コンバータは信号をアナログ変
換します。ディスクリートオンボード回路が最高精
度で信号処理を行った後指定した接続方法で出
力します。

coreOUT-A2 は接続デバイスのインピーダンス測
定に適しています。labCORE は前面パネルに
coreOUT-A2ボード用にスロットを 2 つ用意して
います。

アプリケーション
・音声、音楽、ノイズ等各種広帯域出力信号の
高性能オーディオアナライザー
・インピーダンス測定

09.19 D7750jp0 記述内容が変更になる可能性があります。

coreOUT-A2
(Code 7750)
アナログ出力ボード

labCOREの前面パネル、 coreOUT-A2ボード 2 つの例

周波数特性

全高調歪＋ノイズ (THD+N)



主なフィーチャー
・2 つの高精度低ノイズアナログ出力
・出力 1 つにつき XLR または BNC 端子
・BNC がアンバランス信号またはフローティ
ング信号を出力
・出力ゲイン -10 dB～ +18 dB
・調整可能な出力インピーダンス
・ワンボードで最高信号品質確保の為の
D/A 変換と信号ポストコンディショニング
を実現

一般要件
ハードウエア
・labCORE (Code 7700)モジュール式
多チャンネルハードウエアプラットフォーム
・coreBUS (Code 7710)
labCORE I/O BUSメインボード

ソフトウエア
下記ソフトウエアアプリケーションの内最低
1 つが必要です。
・ACQUA (Code 6810)
ACQUA 標準：ベーシック分析ソフト
ウエアフルライセンスバージョン
・RC-labCORE (Code 6984)   
labCORE用リモートコンフィグレーション
ソフトウエア

納品アイテム
・coreOUT-A2 (Code 7750)
アナログ出力ボード
ーlabCORE と同時納入の場合は
labCOREにcoreOUT-A2 が搭載
された状態で出荷されます。
ー後付けの場合は搭載作業の為に
labCORE を一度返送頂きます。
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